















が」 「形代」 、 「変奏」 「終結」等の結論であり、この場面が物語上において、プラスの意義を持つという捉え方ではない。また当該場面の贈答歌は 狭衣が故式部卿宮の姫君に求婚 歌を贈りながら、同じ歌 中に姫君の母にも恋情も示す いう変わった趣向を持っていることが特徴としてあげられるが、そ 和歌についても特に注目した指摘はない。 石埜敬子氏が他の和歌の技巧を説明をする中で、 「狭衣の歌は妹と母への思慕を込め、両義性を持つが 母尼はそれ 理解していない」 触れられ いる程度 ものである
⑷
。相手の理解し



























かやうに聞こえ給ふ折 、宰相の中将参り給へり。さまざま思し放つまじき御ゆかり、なつかしうて、常よ も細やかに語らひ給ふついでにも、琴 音聞きしさまは、ほのめかさまほしけれど、思ひかけぬほどに、ありきしたりと見聞かれじと思す
（三三ウ）





「ひとにかたらぬ」 として、 はっきりと北の方へ限定する本文となっている。独詠のため物語世界においては、第三者が①の和歌を読んだとしても狭衣が北の方に思いをかけていることはわからない。①の歌に二つの意味が込められていることがわか のは狭衣と読者のみである。
さてこの姫君は東宮からも求婚されている。そのため対応に苦慮








大系（三六八頁） 、 集成・下（二二七頁） 新全集②（二五〇頁）
この返歌は、単に狭衣贈歌の「散りにける花」と季節の「散る桜」とをそ まま用い、求婚に対して疑問を呈する、返歌の型式通りのものである。 た「散る花」をそ まま返すことによって、狭衣歌
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の「一方ならず」の二つの意味、 「ひととおりではなく」と「姫君だけでなく母君も」という含みを理解したか否かを明確に表明しない。 『狭衣文談』は「姫君のかはりに母君の哥也 くれたる心な 」とする 「かくれたる心なし」とは、 「散る花」が北の方自身を指し、自分に心をとどめるようで 、自分 死後、娘は何をたよったらよいのでしょうと素直に詠んだものと解釈したということであろうか。なお大系、集成、新全集、全註釈
⑾
諸注も同様の解釈をとる。物語で














など書き給ふ 「いづくへぞ、たべ、見む」とうち探り 引き奪ひ はし はで、 まよりいとうるはしく、気高げなる気色なり。いとすげなくて「世の中ありにくく思ひ侍れば、いかがはせんとて、生女房のあはれにしつべからむ。語らひ侍りて、案内し侍るぞ」と啓し給へば、いみじく笑 せ給 、
（四三オ―四三ウ）























大将かくと聞き給ひても、やつしがたかりし、かたちの思し出でられて、変はらぬさまをまた見ずなりぬると、口惜しう覚へ給へり。宰相の御元へあはれなる御とぶらひねんごろに聞こえさせ ひて、例の御文あれば、やがてとり具し給て、上の御方に参り給へり。忌むことの印にや 今日はすこ 物覚え給ふ。ただいまにてなど見せ奉らせ給ける。あく で情けあ べかりける御心ざまを、口惜しく見たてまつりおかずな なん事など弱げながらのた ふ いま一つの御文 は
③われのみぞうき身を知らず過ごしける
思ふ人だにそむきける世に




 大系（三七八頁） 、集成・下（二四一頁） 、新全集②（二六六頁）
③歌は「思ふ人」をどのように解釈するかで二つの意味が生じる。狭衣からの姫君宛ての手紙は、まず北の方が見ることを承知の上でのものであるため「思ふ人」を狭衣が北の方を「思ふ人」といっている か、姫君の立場にたって母である北の方を「思ふ人」というのか、どちらともとれる。諸注 うち、新全集 み狭衣が北の方「思ふ人」としていると解釈し、大系、集成、全註釈は、姫君が母君である北の方を「思ふ人」であるとする。全註釈の説明によれば、姫君の立場になって「思ふ人」と解す根拠を、この場面にあと 記されている姫君 返歌が ひながらも」と、姫君たち兄妹を母である北の方が思っていることを詠んでいるので、としている。たしかに、姫君が返歌を返す限りは、贈歌の「思ふ人」をそのように解釈するしか返事のしようがない。しかし、後か 返された の歌を根拠に、翻って狭衣歌を解釈す のは、物語世界の時間の進行から考えると問題がある。読者は結果 ら前の出来事を判断できるが物語世界の人物は、まず狭衣の 詠みそれ みで狭衣歌を 釈し返歌を考えざるを得ない らである。
この「いま一つの御文」を宰相中将は妹宛のものと思っている。
それが当然の成り行きであるが 最初に けるのは である。狭衣はそれを十分承知して③歌を書い いる。狭衣から姫君宛の文の返事はこれまでは北の方が代作代筆していた。この文 に直接返事をさせるか、これまでどおり自分 代筆するか 、北の方の判断にゆだねら ている。また宰相中将が③歌を母であ 北の方と共にみていたとしても、狭衣歌にこめられた真意がわかの方だけである。通常③歌をその和 みで解釈しようとする場合、
「思ふ人」は「私が思ふ人」と解す以外にはない。勅私撰集や私家集などの歌は構造上、物語和歌のように複雑な伏線を持ち得ないからである。
病篤い北の方は娘を狭衣に託す決心をし、その承諾の意図を明確











北の方返歌は伝為明筆本の「たくなはゝ」 、伝為家筆本 「うきぬなは」 、 伝慈鎮筆本の「ねぬなはゝ」と異同がみられる。 益田の池」という語は共有している。 はゝ」 「ねぬなはのくるしかるらん人よりも我ぞます田のいけるかひなき （ 『拾遺和歌集 巻十四、題しらず・よみ人 らず・八九四番歌
⒁
）に近い表記と考えられ




の意識を示していると考えられる。 「ねぬなは」は益田の池の蓴菜のことで、大系の指摘のように「寝る」を響かせ、男女の意識が入る。つまりどの語にしても、これは狭衣と北の方の男女間の贈答意識を示している。全く同じ語で対応するか、ある は『拾遺集』の本歌を響かせるか、 『枕草子』 文意を響 せるかの違いにすぎない。
歌枕「益田の池」は前述の『拾遺集』八九四番歌が初出で、次例




る平安の物語には見られないが複数の女性へ同時に思いを表明することは古代では珍しいことではない。 『伊勢物語』初段の例は「女はらから」を一人（主人公の姉妹）ととる解釈もないわけではないが、多くの解釈は複数であり、また「 ちはやきみやび」の解釈ともかくとして、歌を贈られた女性同士が血縁関係にあっても、彼女たちに和歌を贈ること 肯定的に捉えている。
母と娘の双方に恋情を抱く例は、 『源氏物語』では六条御息所と
秋好中宮、夕顔と玉鬘の例がある。この二つの例が狭衣の場合と決定的に異なる点は、同時進行で ない点である。またどちら 例も、源氏は娘 心を動かされはするものの、我がものとすることはない。可能性として狭衣のような展開が想定されても、現実に残さ てる物語としてそのような展開 はなっていないということが重要である。六条御息所と秋好中宮の場合 御息所が病になり、源氏 見舞う場面があるが、興味深いことにその場面で和歌が詠まれるこはない。また御息所は後見を依頼する源氏に対し、 「かけ さやうの世づいたる筋に思しよるな」とはっきり述べてい 。玉上琢彌氏はこ 場面におけ のこと 、源氏に後見を承諾させておいて、 「はなはだ言いにくい事を、 っきり正面きって言った ある」と解説する
⒃
。 「御息所の深謀遠慮は、源氏が思うほど簡単では
なかった。さすが、源氏すらが「聞え合はせ人」と思っただけの事はある」とも述べている。更に玉上氏は母と娘 関係す こ ―時進行ではないにせよ―につ て「六月大祓」にも言う罪と指摘している
⒄
。玉鬘の場合については、源氏が内大臣に真相を打ち明けた



















軽々に判断できることではないが、少なくとも「親子なが ただならずなりて、 しからぬ事ども いう記述からは「母娘」同時の懐妊について批判的といえるであろう。『狭衣物語』本文に「我が年のほどよりも大人しき宰相中将のあ
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りさまをなど、思ひ合せたまふにぞ、いとにげなう、あるまじきことかなと、 独り笑みせられたまひける」 、 「異様の心も添ひたるべし」「さま異なる御心のうち」と書かれる様に、姫君に求婚するはずなのに、その母にも惹かれることを狭衣自身も「あるまじきこと」と判断している。したがって母娘との通婚は当時 おいても特殊且つよからぬことであった 認識できる。
しかし、その一方、人が社会的な禁忌に触れる思いを抱いてしま



































久下晴康「 『狭衣物語』の構造」 （ 『平安後期物語の研究』一九八四年、
新典社） 「形代を見ることが本体の源氏の宮への恋慕を甦らすよすがとなってしまっている」とする。また、 『狭衣物語の人物と方法』 （平成五年（一九九三 、 新典社）でも同様の見解をとっ いる。小田切文洋「 『狭衣物語』覚書」 （ 『日本大学文理学部研究年報』三四、一九八六年八月）も「形代に終始している」との見解である。倉田実（ 『狭衣の恋』 （一九九九年、翰林書房） ）は「 『源氏物語』 〈形代の恋〉を変奏、変容させて語ろうとしているかの営為である とする。
　
鈴木泰恵「狭衣物語の基幹―〈紫のゆかり〉の物語の行方―」 武蔵野女子大学紀要』二九、一九九四年三月 「狭衣 後半の方法―宰相中将妹君導入をめぐって―」 （ 『論叢狭衣物語１ 文と表現』 （平成十二年（二〇〇〇） 、 新典社）は「常に源氏の宮を思い起こさせる消極的な存在」と指摘する。
⑶
　













































































石埜敬子「 狭衣 』の和歌」 和歌文学論集編集委員会『和歌と物
語』平成五年（ 九 三） 、風間書房）
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新編日本古典文学全集『源氏物語』③「玉鬘」九七頁

　『明月記』貞永二年三月二十日条
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　『心敬私語』 （日本歌学大系第五巻所収、昭和三十二年、風間書房）
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